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本論文の 要旨は第 5 回 日本小児外科学会北陸地方会 に 発表 した .

胃 に 発 生 す る 奇 形 腫 は 稀 な 腫瘍 で . 192 2 年

E u s t e r m a n ら
=
に よ っ て 初め て 2 例 の 報 告が な さ れ

て 以来今日 まで 55 例を数え る に過 ぎな い . 近年 , 小児

外科の 発達 に伴 っ て そ の 診断や手術治療 が比較的容易

に 行 なわ れ t 良好 な治癒率が得 ら れて い る . し か し ,

胃の 奇形腫 は発生頻度が低く , こ れま で の 報告例 はす

べ て 男性患者で あ り , 又悪性転化が認 め られ な い 点等 .

特異 な位置庖 占め る奇形腫で あ る と考え られ る .

著者ら は生後 40 日目の 男児の 良性胃奇形腫 を経験

した の で そ の 所見を報告 し . 性 染色体(B a r r b o d y) の

出現率 に つ い て他の 奇形腫と比較検討 し . 文献的考察

を合せ て , 本腫瘍の 組織発生 に つ い て若干の 考察を加

え る .

症 例

生後40 日目の 男児, 両親 は健康で同胞 1 人 . 患児は

2 男で あ るが , 家族歴に 特記す べ き こ と は な い . 生後

間も なく頻回の 発熱があり某医を訪れ , 腹部腫瘍を指

摘さ れ て 金沢大学医学部付属病院小児科を受診 した .

初診時体重 4420 g . 体温3 8 . 7
0

c . 混合栄養状態 で 脈拍

正常 . 左上腹部に巨大な腫瘍 を触れ る 以外 に病的所見

はみ と め られ な か っ た( 図1 ) . 嘔吐は生後1 回 の みで ,

痙 軌 チ ア ノ ー ゼ等 は認め な か っ た .
レ線所見 : C T R ,

0 . 49 , 心肺に異常 は なか っ た . 腹部で は , 左上腹部を占

居す る粗大結節状 の 腫瘍が認め ら れ , 処 々 に石灰の沈

着が み られ た . 注 腸造影 で 横行結腸 が腫療 に よ っ て 前

下方 に 圧迫さ れ て い る こ とが 示さ れ ,
ⅠV P で は左腎杯

の 形態 に 異常 はな か っ た . 検査成績で は V M P 陰性で .

白血球増多 を認め る以外に異常所見 はな か っ た . 4 病

日日に 後腹膿腫瘍 の 診 断の もと に手術の 目的で 第2 外

科に 転科し た .

外科転科第2 病 日 に 臍上部桟切開 で 開腹手術が行な

わ れ た . 腫瘍 は胃休部小轡壁か ら発生 し胃外及び胃内

に ま たが っ て 発育 し て お り , 多房性並 び に 結節性 , 嗜

図 1 左上 腹部 を占める石 灰 化腫瘍結節
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赤灰白黄色の 外観 を呈 して い た( 図2 ) ･ 腫瘍 の 一 部 は

軌 境隔膜 と軽度に線絶性癒着を営ん で い た ･ 術中迅

速模本に よ っ て ,
三胚葉性の 成熟組織か ら成る良性奇

形歴と診断さ れた ･ 腫瘍 を含む胃部分切除軌 ビ ル ロ

_ トⅠ法で 再建後 . 局 所に フ ィ ル ム ド レイ ンを 挿入 し

て手術は終っ た . 術後30 mエの 輸血を 1 回必要と した が

経過は順調 で 術後 18 病 日に ほ フ ィ ル
ム ド レ イ ン を 抜

去し, 40 病 日日 に退院 した ･

病理学的所見 : 手術 に よ っ て 別出さ れ た 材料 は腫

瘍を含む胃部分切除標本( 胃小琴線長 10 .5 c m , 十二 指

腸1 .O c m , S 75
-

2 1 4 2 ) で , 固定後腫瘍重量は250 g , 大

きさ9 . 5 ×9 .5 × 10 .O c m で あ っ た . 腫瘍は 常体部小

轡に位置 し胃内外 にま た が っ て結節状 の 突出を示 し各

々7 ､ 5 × 5 .5 × 4 . 5 c 肌 9 . 5 × 9 .5 × 5 . 5 c m で あ っ

た . 腫瘍外表の 結節性突出部の 一 部 に は大小の 弦胞が

図 2 胃腔瘍の 手術所見

図3 胃体部小驚か ら発生し胃札 内発育 を示 す多

房 性結節性腫瘍
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透見さ れ た( 図3 ) . 割面で は多数 の 粘液性の 液体を容

れ た車胞が あ り そ の 間 に黒色線状病巣 . 灰自責色充実

性及 び半透明の 軟骨組織が不規則に い り みだ れ て認 め

られ た ( 写真 1 ) . 毛髪 . 脊椎や 四 肢類似構造 は見出さ

れ なか っ た . 組織 学的に は褒胞 の 性状 は様々 で , 内壁

は重層扁平上皮 , 杯細胞 を含む円柱上皮 , 申皮細胞 I

又は線毛上皮 で 被わ れ て い るもの が 区別された ∴ 充実

性腫瘍部分 には未熟 な腎組織( 写真2 ) . 未熟な 中枢神

経並び に 色素細胞を混え た脈絡膿 ( 写真3) , 脈絡叢 ,

軟骨 , 軟骨化骨 . 唾液腺 . 皮膚付鳳臥 末梢神経束 ,

神経 臥 胃底腺壁細胞 を含む胃粘膜 (写真 4 ) , 平滑筋

束 , 麻姑腰紐織 . 気管及 び気管支構嵐 未熟 な肺組織

(写真5 ) 等胎生期の 未熟 な組織が混在して み と め ら

れ た . 生殖器構造 t 四 肢又 ほ脊椎構造は み とめ ら れ な

か っ た . 腫瘍 に接する胃固有粘膜 は消失し , フ ィ プリ

ン と軽度の 細胞浸潤 を伴う肉芽組織 が露出 し て い た

( 写真6 ) .

考 察

胃奇形腫 は 一 般的 に 1922 年 E u s t e r m a n ら
りが 2 7

例の 良 性胃腫瘍を検索 した 中に 2 例 ( 3 1 才 と 8 才舞

子) の デル モ イ ドを記載 した こ と に始 ま ると言わ れ て

< つM 3 M I Y 5 Y 5 Y く 年 令

図 4 胃奇形腰の 年令分布
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図 5 胃奇形塵の 発生部位並 び に 発育様式の頻度



6 0 0 中西 ｡ 松原 ｡ 尭谷 りJ ＼鬼

い る . しか し . 彼等 は組織学的に十分な検査 を行 なわ

ず , こ の 腫疹を デル モ イ ドと報告 し たに 過 ぎなか っ た .

1 93 6 年 P o l o n y
21 が6 才男児胃前壁 に 主に 胃外発育

した 腫瘍が組織学的 に三 胚真性の 構造 を と っ て い る こ

と を 確 認 し . こ れ を 胃 奇 形 腫 ( T e r a t o m e

e x o g a s t ri g u e) と 名ず けた こ と に よ っ て そ の 存在が 広

く知 られ る よう にな っ た もの で あ る . 以後今 日 まで 外

国例で 44 例 . 本邦 で 本例を含 め 12 例の 報告 が あ り t

最近で は 文献的考察を加え た 発表
3 卜51
が な さ れ て い る .

胃奇形腫の 年令分布 は , 約 84 % は 1 才未満 の 乳児 に

発生 し( 図4 ) , 発生部位 は胃後壁小轡 に多発 し主 に胃

外発育傾向を示す こ とが 知 られ て い る( 図5 ) . 注目さ

れ るの は 今日 まで の 症例が 全て男児 で あ ると 言う こ と

で あ る . 又 . 従来の 報告例 で も本例 で も遺伝的背景 は

全く 認 め られ て い な い . 胃の 奇形腫が男性に 限 られて

い る こ と は尾仙骨部奇形腫が女児に多 い
抑
と言 う事実

と対確的で あ る .

胃奇形腫に お ける腫癌細胞の 核型 に つ い て は こ れ ま

で 2 例
8 別
の 成績が 報告 さ れて い る が , い ずれ も男性核

型を示 して い る . 本例 に お い て も扁平上皮細胞 , 線維

芽細胞及 び軟骨細胞に つ い て B a r r b o d y を 目 安 に 核

型を調 べ て み ると , B a r r b o d y は ほと ん ど 認 め ら れ

表1 胃奇形履歴癌細胞の B a r r b o d y 出現頻度

表 2 卵巣奇形腰属平上皮細胞 の B a r r b o d y

出現頻度

症 例 年` 令

215 2
-

7 7 4 5 才 76 / 1 0 0

4 4 8 - 7 6 2 8 8 3 / 1 0 0

3 2 8 3
-

7 6 4 8 6 5 / 1 0 0

4 2 1 8
-

7 6 2 6 5 7 / 1 0 0

4 5 9 3
-

7 6 四 81/ 1 0 0

3 3 1 4
-

7 5 2 5 6 7/ 1 0 0

2 7 2 4
-

7 5 5 5 7 0/ 1 0 0

1 3 8 6
-

7 2 2
,
7 7 0 / 1 0 0

21 57
-

7 7 3 0 8 0 / 1 0 0

3 5 27
-

7 7 2 2 7 0 / 1 0 0

( 金沢大学医学部第 1 痛理 学教室症例)

ず全 て 男性核型で あ っ た ( 衰1 t 写真 7 ) . 奇形腫は 一

般 に g o n a d a l と e x t r a g o n a d al o ri gi n に 分類さ れて

い るが
Ⅷ
. い ず れ の 場合も染色体 の 検索か ら これら の

奇形腫は必ず しも宿主 の 核型を有 し な い こ と が知られ

て い る
川

. 特 に 睾丸奇形腫の 約1/ 3 は女性核型 をもっ

こ と か ら こ の 腫 瘍 の 母 細胞 は 娘 細 胞 同志 の

a u t o f e r tili z a ti o n の 形 を と る も の と 推定 さ れて い

る
1 0J 川

･ そ こ で 著者 ら も卵巣奇形腫( 10 例) , 畢丸の良

性 ( 5 例) , 悪性奇形腫 ( 5 例) に つ い て 性染色体を検

索 し た所, 卵 巣睦瘍 で は 全 て 女性∃乳 睾丸腫瘍では

l /5 例 に 1 0 % 以 上 の B a r r b o d y を 認め た ( 表2
,

3 , 写真 8 , 9 ) ･ こ の 成績 は g o n a d al o rigi n の 瞳瘍

細胞 の 異 常 な細 胞 増殖様式 , 特 に a u t o f e r tili z ati o n

表3 良性, 悪 性睾丸奇形腫扁 平上皮細胞の

B a r r b o d y の 出現 頻度

症 例 年 令主
77

- 1 9 6 (良性) 1 才 4 / 10 0

73
-

1 4 9 2 ( 悪 性) 19 11 /1 0 0

70
-

2 6 ( 悪性) 22 3 / 10 0

68 - 9 0 8 ( 悪性) 36 1 3 /1 0 0

68 - 1 3 2 7 ( 良性) ロ 6/1 0 0

6 5
-

1 3 7 7 ( 悪性) 30 4 / 10 0

( 以上
,
金沢大 学付属病院中央検査部病理症例)

1 00 1
-

7 4 ( 良性) 4 才 3/ 10 0

33 4 2
-

7 1 ( 悪性) 1 9 5 / 10 0

1 1 8 5 - 6 6 ( 良性) 27 3/ 1 0 0

1 6 7 4
-

6 6 ( 良性) 1 0 1 / 1 0 0

( 以上
,
金沢大学医学部第 1 病理 学教室症例)

表4 良性縦隔奇形腫扁平上皮細胞の B a r r b o d y

出現頻度

症 例 年 令 性

77 - 3 99 5 4 カ月 男 8/ 1 00

7 5 - 33 3 2 3 才 男 4/1 00

7 2
柵

1 84 6 田 男 4/ 1 00

7 7 - 2 5 03 3 1 女 4 3 / 1 0(〕

7 6
-

3 7 58 2 1 女 47 / 1 00

7 6
-

2 8 60 2 8 女 56 / 1 00

7 5
-

3 39 1 3 2 女 30 / 1 00

( 金沢大学付属病院中央検査部病理症例)
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の 可能 性 を 示 唆 し て い る .

一 方 , e X t r a g O n a d a l

｡ ri gi n の 奇形塵で は
一 般 に宿主の 核型尾 と る 傾 向 に

あり , 数例の 男性縦隔腫瘍 にお い て 女性核型をもつ も

のが知られ て い る程度に過ぎない
川12I

. 著者 ら は 本例

及び7 例の 縦 隔奇形腫の 核型 を調 べ た と こ ろ全て 宿主

と同 一 の 核 型 を 示 し た (義 4 , 写真 10 ) . さ ら に

e x tr a g o n a d al o ri gi n の 奇形腫 は理論的 に は 不完全

な結合双生児(i n c o m pl e te c o nj o i n e d t w i n ) で あ っ

て体正中線上 に生ずる頭頚部 . 縦隔 , 腹部及 び尾仙骨

部の 奇形腫は こ れ に 属す ると考 え られ て い る
岬

.

胃の 奇形腫も こ の 範疇 に 含ま れ ると 思わ れ るが , 胃

の奇形腰 は男性 に限 られ て い る . こ の こ と は 頭頚部や

縦隔奇形腫に は男女差 は ほと ん どな い こ と
叩11 3 協考 慮

に 入れ ると部位特異性 を考え ぎ るを得な い .

組織学的に は胃の 奇形腫 は成熟及 び未熟 の 三 胚葉性

組戴か ら成ちて お り . 分化度 はか なり 高い もの と考え

られる . 脊椎 や四 肢構造 が認め ら れ る奇形腫に 対 して

は
一 般にf et u s i n f e t u と言う 名称が用 い ら れ て い る

が
川
, 本例 には 同上構造物 は みと め られ なか っ た . しか

し ,胃奇形腫報告例の 中に は明 らか な fet u s i n f e t u が

2 例
1 5 憫
認め ら れ , さ ら に女性生殖器 を確認 した 他 の

3 例
1 7 卜 Ⅷ
が 見い 出さ れ る . 従 っ て , 胃奇形腫 はもとも

とi n C o m pl et e c o n j o i n e d t wi n で あ っ て , その 分化

程度が尾仙骨奇形歴 と , 後腹膜か ら腹腔内へ 発育する

fet u s i n f et u
1 4J
と の 中間的な位置 にある奇形腫 と し

て理解す べ きな の で あ ろう . こ の よう な考 え方 は胃の

悪性奇形腫が皆無で あ る こ と を よく 説明し う る と思わ

れる .

診断学的に は本例 の よ う に後腹膿腫瘍と の 鑑別が難

かしい 場合 もあ るが , 腫瘍 の 位置 , 石灰沈着像 , V M A

陰性 . ⅠV P に よ る腎と の 関係 に注意す べ きで ある . 本

腫瘍は手術的に 完治す るの で小児外科 の 進歩 に伴 っ て

その 治癒率 は向上 して 来て い る . 本例 を含め , 196 5 年

以降の 手術報告例2 9 例中27 例 は予後良好であ っ た .

不幸な転帰 を と っ た 2 例 の う ち 1 例
用】
は 術 前 か ら

p o o r ri s k の 5 ヶ 月男児で 腫瘍 は1 40 0 g と巨大で 噴門

に位置 して い た関係上術後7 日目 に 囁下性肺炎 を併発

して死亡 , 他 の 1 例
9 )
は2 ヶ月男児 , 胃休部に発生 した

500 g 奇形腫で術中不注意か ら術後汎腹膜炎 を発生 ,

再開腹術 . 化学療法に拘らず術後 8 日目 に死 亡して い

た .

結 語

40 日目 の 男児, 胃休部小轡 に発生 し胃内外 へ 発育 し

た良性胃奇形腫の 手術治験例を報告 した . 本例の 性染

色体の 検索 , 他の 奇形腫 の B a r r b o d y の 出現率を合せ

601

て 調 べ , 文献的考察を加え て 胃奇形腫の 組織発生 に つ

い て考察し た . 胃奇形踵はそ の 分化程度か らみ て 一 般

の 奇形腫よ り は む し ろf e t u s i n f e t u に近 い 成熟 し た

奇形腫で あ ろう と考え られ た .
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写 真 説 明

写真1 : 小野線で縦断 され た腫瘍の 割面, 多房性構
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造 を とり 灰自黄色の 充実性の 部分と黒色線状病巣

が こ れ らの 間を埋 めて い る .

写 真2 : 未熟な糸球体及 び細尿管構造 × 150

写真3 : 上方に メ ラ ニ ン 色素を 含む脈絡膜 , 下方 に

は 神経管 に 短する神経原基構造 ×
.
1 5 0

写 真4 : 胃粘膜上皮及 び壁細胞 ( 矢印) × 300

写真 5 : 未発達の 肺組織 . 未だ 肺胞 は形成さ れ て い

な い . × 50

写 真6 : 腫傷 の 胃内腔面 ( 矢印) . フ ィ プ リ ン 及び

少 しの 肉芽組織で 被 わ れ た腫瘍組織 が露出し て い

る . × 5 0

写 真 7 ‥ 胃奇形腫扁平上皮細胞 ･ 稀に B a l
･

r b 咄
が 認 め られ る ( 矢 印) . × 120 0

写真 8 : 卵巣奇形腫 の 扁平上皮細胞 湧 く の 細胞稜
に s e x c h r o m a ti n が みと め ら れ る ( 矢印) .

×

1 2 00

写真 9 ‥ 畢丸悪 性奇形腫 の 扁平上皮細胞 , B a r r
b o d i e s 陽性 を示す 部分 ( 矢 印は B a r r b o d i e s) .
X 1 2 0 0

写 真10 ‥ 女性の 縦隔奇形腫 の 扁平上皮細臥 宿主
と同じ核型 を示 し B a r r b o d i e s は か な り 多くみ
と め ら れ る ( 矢印) . × 1200

A b s t r a c t

A c a s e of b e ni g n g a s t ri c t e r at o m a i n a 4 0 - d a y
-

01 d m al e i n f a n t w a s r e p o r t e d . T h e
t u m o r o ri g i n at ed i n t h e w all of t h e b o d y o f t h e st o m a c h a t t h e l e s s e r c u r v a t u r e w it h
b o t h e x o g a st ri c a n d e n d o g a s t ri c g r o w t h w ei g h i n g 2 5 0 g m s a n d m e a s u ri n g 9 . 5 ×9 .5 ×

1 0 ･O c m i n 丘Ⅹe d s t at e ･ A c u t s u rf a c e of t h e t u m o r r e v e al e d t h e v a ri o u s a p p e a r a n c e of
m u lti p l e c y st s , li n e a r b l a c k s t r u ct u r e s a n d g r a y i s h w h it e n o d u l a r f o c i ･ M i c r o s c o p i c ally ,
t h e r e w e r e w ell d iff e r e n ti at e d ti s s u e s a n d i m m a t u r e o r g a n s d e ri v e d f r o m t h r e e g e r m

l a y e r s wi t h a n i nt e r m i n gl e d a n l a g e of t h e c e n t r al n e r v o u s s y s t e m ･ N o g o n a d al ti s s u e s
,

r e m n a nt li m b s o r v e r t e b r al s t r u ct u r e s w e r e f o u n d ･ B a r r b o d i e s o f t h i s t u m o r c ells
e x a m i n e d i n t h e s q u a m o u s c ell s , C h o n d r o c y t e s a n d B b r o b l a s t s w e r e n e g ati v e . O n t he
b a s i s o f a n al y si s o n o th e r t u m o r s s u c h a s o v a ri a n ･ t e S ti c ul a r a n d m e d i a s ti n al t e r at o m a s

a n d r e v i e wi n g t h e lit e r a t u r e s
･ h i st o g e n e si s of t h e g a s t ri c t e r a t o m a w a s d i s c u s s e d ,

S u g g e S ti n g t h at t h e g a s t ri c t e r at o m a w o ul d b e i n c o m p l et e c o nj o i n e d t w i n si m il a r t o th e
f et u s i n f et u i n o ri g i n alt h o u g h m al e p r e p o n d e r a n c e w a s n o t w ell u n d e r s t o o d .
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